
１．はじめに

コンビーナー：藤谷徳之助 （（一財）日本気象協会）

加藤輝之（気象研究所）

2014年の７月末から８月にかけて台風第12号及び第

11号が相次いで日本に接近するとともに，前線が日本

付近に停滞し，これらの影響によって各地で大雨と

なった．

台風第12号の影響では，四国地方の太平洋側で８月

１日から５日まで，台風第11号の影響では，四国から

東海地方にかけて８月７日から11日までの期間大雨と

なった．さらに，前線の影響で各地で局地的に雷を

伴って非常に激しい雨が降り，８月16日から17日にか

けては，京都府福知山市で48時間降水量の値が観測史

上１位の値を更新した．また，８月19日夜から20日明

け方にかけては，広島市を中心に猛烈な雨となり，広

島市郊外では大規模な土砂災害が発生し，多くの犠牲

者が発生する大惨事となった．

日本気象学会気象災害委員会では広島の土砂災害発

生後，研究会の開催について秋季大会実行委員会と連

携を取りながら検討を開始した．その結果，メソ気象

研究連絡会と共催で，「平成26年８月豪雨」に関する

研究会を，2014年度秋季大会前日（10月20日）に開催

されるメソ気象研究会に引き続いて，九州大学西新プ

ラザで開催することとした．

研究会を計画するにあたり，コンビーナーから気象

官署の予報担当者・防災業務担当者，気象研究者，土

砂災害研究者の方々に講演を依頼し，さらに，関連の

方にコメントをお願いした．

当日の研究会には150名以上の参加があり，夜遅く

まで熱心に講演を聴講されると共に活発な議論が交わ

された．本稿では，この研究会の概要を報告する．

２．平成26年８月豪雨の概要と各気象台の対応

―福知山（16-17日）と広島（19-20日）での大

雨について―

福原正明（大阪管区気象台気象防災部予報課)

高橋清和（広島地方気象台観測予報課)

2.1 平成26年８月豪雨の概要

2014年７月末から８月にかけての期間は，太平洋高

気圧が本州の南東海上で強く，本州付近では西への張

り出しが弱かったことにより，日本付近は南からの暖

かく湿った気流の影響を受ける状態が続いた．７月末

～８月上旬は台風第12号及び第11号が相次いで日本に

接近し，台風第12号の接近後本州付近に前線が停滞し

た．これらの影響により西日本を中心に大雨が発生し

た（気象庁 2014）．

気象庁では，これらの大雨に対して「平成26年８月

豪雨」と命名した． （福原)

2.2 福知山（16-17日）の大雨について

８月16日から17日にかけて，西日本には停滞前線が

あり，太平洋高気圧の縁に沿って南海上から暖かく

湿った気流が入りやすい状態が続いていた．福知山市

では，17日03時までの１時間に解析雨量で約90mm

の猛烈な雨となった．また，福知山アメダスでは，17

日05時50分までの24時間降水量が303.5mmを観測

し，観測史上第１位を記録した．同市内では，4,000

棟を超える甚大な浸水害が発生した．

総観場の主な特徴は以下の通りであった．500hPa

天気図（16日21時）では，西日本付近は西南西流場と

なっており，じょう乱が発達しやすい場にあった．

300hPa天気図では，潮岬で－29.9℃の寒気が入って

おり，衛星では紀伊半島の南海上から北上してくる低

気圧性の循環を伴った雲域が確認できた．16日21時の

潮岬のエマグラムでは，500hPa付近には乾燥した空

気塊があり，800hPa以下は非常に湿った空気が入っ

ていたため，大気の状態は不安定となっていた．

大雨を発生させた主な要因は以下の通りであった．

17日00時過ぎから福知山市で線状の降水帯が明瞭とな

り，04時頃にかけて次々と発達した雨雲が同じ場所で
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発達を繰り返した．播磨灘付近には地形性の低気圧

（四国地方の風下側で気圧低下）が形成され，紀伊水

道では強い南風が吹いていた．GPS可降水量フラッ

クスを見ると播磨地方には収束が見られ，水蒸気の流

入がGPS可降水量からも確認でき，大雨を発生させ

る一因と考えられる．線状降水帯が発生した南側は播

磨平野が広がっており，紀伊水道から播磨灘を経て，

中国山地と丹波高地の標高の低い領域に風が集まりや

すい地形となっていた．

今事例は，停滞前線に向かって湿った空気の流入や

上空の寒気および中層の乾燥空気塊など，複数の要因

が重なったことにより大雨を降らせた． （福原)

2.3 広島（19-20日）の大雨について

８月19日夜から翌20日の明け方にかけて，広島県の

西部では線状の降水域が停滞し，局地的な豪雨となっ

た．この豪雨によって，広島市の北部に位置する安佐

北区と安佐南区では20日03時20～40分頃に，同時多発

的に大規模な土石流が発生した．被害は，死者74名，

重軽傷者44名，家屋全壊174棟，家屋半壊と一部損壊

は329棟など，大きなものとなった．

19日から20日の地上天気図では，大陸東岸～東シナ

海～日本海～北海道に前線がほぼ停滞し，中国地方は

前線の南側となっていた．300hPaなど上層では，紀

伊半島の南方海上に寒冷低気圧があった．松江の19日

21時の高層観測を見ると，850hPaと500hPaの温度

差が25.0℃，SSIが負の値であり，西日本での大気の

状態は不安定であった．レーダーエコー降水強度の経

過では，広島市周辺での線状降水帯が，19日21～22時

頃と，20日01～03時頃に，明瞭となったもの２つが見

られる．

このような中で，広島地方気象台は広島市に対し

て，19日21時26分に大雨警報を，20日01時15分に土砂

災害警戒情報（広島県と共同）を発表した．03時49分

には記録的短時間大雨情報を発表した．

第１図は，多発的な土砂災害の直前の20日03時にお

ける降水レーダー強度，衛星水蒸気画像，アメダス降

水量と風である．広島市には線状降水帯がかかり，衛

星画像では南方海上に渦を巻いた寒冷低気圧があり，
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第１図 2014年８月20日03時のレーダー降水５分間強度（左上），衛星水蒸気画
像（右上），アメダス１時間降水量（左下），アメダス風（右下：長矢羽
５m/s，短矢羽２m/s，観測値を四捨五入処理して表示）．
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